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　 2階線形微分方程式の独立変数を変換する方法　

例 25 　微分方程式
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となるように t = ψ(x) を選んだ場合、
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(解)
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これらを 1©に代入して
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この特性方程式は　 λ2+1=0　∴λ=±i
よって、 2©の一般解は
y=C1 cos t+C2 sin t (C1, C2は任意定数)
これに t = −e−x を代入して

　 y = C1 cos(−e−x) + C2 sin(−e−x)
よって、求める一般解は

　 y = C1 cos e−x − C2 sin e−x　〃
　　　　　 (C1, C2 は任意定数)


